
 

 

 

 

 

 

 

 今回はいつもとは違う視点からのテーマです。障害を持ったお子さんを指導された 

経験があり、それをきっかけに音楽療法からの勉強も続けられている会員の松本峰子 

先生より貴重なお話をお聞きすることができました。 

 

 

★ 障害と言っても様々！ 

ダウン症・自閉症・学習障害（注意欠陥、多動性障害）・・・ 

その中でも、様々に症状が枝分かれし病名だけで症状をひとくくりにできない 

難しさがあるそうです。しかし私たちはまず、それぞれの病気の特性を私たちは知った上でレッスンに取り組む必要がある

のではないでしょうか？ 

 

★ 障害によって障害を知る時期が違う。 

ダウン症・自閉症は生まれてすぐ～３歳頃までにわかるのに対し、学習障害は大きくなるまで病気に気が付かないことが多

く、教える側は病名がわかれば今までの疑問が解決される場合もありますが、親御さんとしては「受け入れられない」「認め

たくない」という大変複雑な心境になってしまう事が多いようです。 

 

★ 普通の子供と同じように個性として受け止めたい。 

普通の子供以上に天才的な力を発揮する子もいれば、その子にとっての一定の法則がある子（いつもと同じ順序でしか

レッスンが進められない、順序が変わればパニックを起こしてしまう）、または楽譜を読んで両手でピアノを弾く事が全てと

考えない方向でピアノと関わる方が良い場合もあり、それぞれのお子さんに合った方法を模索していかなければならない

ようです。 

 

★ 障害を持つ親御さんの気持ちを配慮して。 

障害を持つお子さんたちとどう関わってゆくかも大切な問題ですが、その病気をと向き合い我が子の成長を見守る親御

さんの心境も大変重要な問題です。「障害を持っているから」と言う理由で入会を断られることに大変ショックを受けるケ

ースも多く、親御さんとしては「入会を断られることが怖い」と言う理由から気軽に問い合わせもできない心境の様です。 

そのため「あの先生は障害があってもレッスンをしてくれる」と言う口コミで入会される場合が非常に多いようです。 

 

 

 

この日の参加者、１６名の先生方の中で障害を持ったお子さんを指導した経験のある先生は５名でした。想像していたより

も大変身近な問題の様です。そして今回は、それぞれの先生方からの実際のレッスン状況をお聞きすることができました。 

今まで研究会では取り上げたことのないテーマであり、また違った角度からレッスンを考える貴重な場となりました。 

 

（文：横浜バスティン研究会 斎藤美帆） 
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「障害を持った生徒のピアノレッスンについて」 

 


